
2019 年 6月 1日（土） 13︓30〜 15︓30 (予定)
受付 13︓00〜

以下のお申込みフォーム、またはFAX、お電話のいずれかにて、必要事項を添えてお申込み下さい。
【 FAX 】 本紙裏⾯をお申込み⽤紙としてご利⽤下さい。
【 お電話 】 裏⾯をご参照のうえ、お申込み下さい。（平⽇9〜17時対応）
【 申込みフォーム 】以下URLまたは右のコード読み取りによりアクセス下さい。

日 時

場 所 弘前大学 教育学部 大教室

資料代 1,000円

お申込

定 員 200名
（先着順・要事前申込）

幼児教育に関心を持つ方
（保護者、幼稚園保育園関係者など）

対 象

特別講演会

弘前開催

オークランド大学 准教授
元・HighScope教育研究財団
幼児教育評価研究センター⻑

若林 巴子 先生

HighScope教育研究財団 幼児教育副ディレクター
Shannon Lockhart 先生

共催︓公益社団法人子どもの発達科学研究所
後援︓弘前市、弘前市教育委員会、社会福祉法人 愛成会

講 演 内 容 （ 予 定 ）
■ 全ての子どもにつけたい「生きる⼒」とは︖
■ HighScopeカリキュラムで重視する非認知スキル
■ 実⾏機能を育む "Plan-Do-Review" タイム
■ 主体的な学習者である子どもを支える大人の役目

ペリー幼児教育とは、質の高い幼児教育が40代、50代の生
活にまで良い影響を与えるという、有名な研究を⾔います。
（「学⼒の経済学」中室牧⼦著でも取り上げられています）

このセミナーでは、ペリー幼児教育計画において、『質の高い
幼児教育』を提供し、その後も研究を続けているアメリカ、デト
ロイトに本部を置くHighScope教育財団の専門家である
Shannon Lockhart先生、元HighScope教育財団幼児
教育評価研究センター⻑で、現在、オークランド大学の准教
授である若林巴⼦先生を招聘し、ペリー幼児教育計画から
何を学ぶべきか、また⼦どもたちの将来の幸せを約束する『質
の高い幼児教育』とは何かについて語っていただきます。

講 師

質の高い教育研究会 会員募集中︕
詳しくは裏⾯へ

※講演内容は若林先生による通訳があります。

（〒036-8560 ⻘森県弘前市⽂京町1番地）

わかばやし ともこ

シャノン ロックハート

【アクセス】JR弘前駅から 徒歩で 約20分、タクシーで 約5分
※バスを利⽤する場合（約15分）…JR弘前駅前（中央口）3番のりば

「⼩栗⼭・狼森線」または「学園町線」に乗⾞、「弘前⼤学前」または「弘⼤農学⽣命科学部前」で下⾞

※質の高い教育研究会会員は無料となります。詳しくは裏⾯をご覧ください。

※託児はありませんのでご注意下さい。

https://goo.gl/forms/VZatPx5rzHRkJ4Dc2

主催︓弘前大学大学院医学研究科神経精神医学講座・弘前大学子どものこころの発達研究センター・
弘前大学教育学部・弘前大学医学部保健学科



講 師 紹 介

Mail︓contact@highscope-japan.org
TEL/FAX︓053-456-0575

お問い合わせ

6/1弘前講演 参加申込書 ▼FAX 送信先︓053-456-0575 
■氏名（フリガナ） ■電話番号

■メールアドレス

■ご職業、ご所属先 など

■受講のきっかけ

会社員 幼稚園・保育園関係者 教育関係者 ⾏政職員 主婦・主夫 学生 その他（ ）

※今回メールアドレスをご記入頂いた方には、後⽇HighScopeメールマガジン（無料）をお送りします。（不要な場合はご⾃⾝で解除していただけます）

または FAX番号

必須

Highscope教育研究財団、幼児教育副ディレクター
早期幼児教育学修士
経歴︓HighScopeの就学前カリキュラムとトレーニング開発に多大な貢献をしたばかりでなく、乳幼児のためのHighScopeの
カリキュラムとトレーニング教材の設計と開発の責任者でもある。また、HighScopeのトレーナー養成研修とコーチング開発の指
導を担当している。乳幼児、カリキュラムの内容、実⾏機能、⽇常のルーチン、および幼児教育分野に関して、著作多数。専門
分野は、幼児期の発達、アセスメントツールの開発（観察、プログラムアセスメント、⼦どもの発達アセスメント）などで、幼児期
の発達をテーマにしたアメリカ国内の学会および国際学会に多数出席し、講演等を⾏う他、大学にて、幼児教育について教えて
いる。

会員登録はこちら→

必須

必須

必須

HighScope-Japanの設⽴や、世界各地の質の高い教育についての情報提供や教育実践者支援の充実を図ります。
公益社団法人子どもの発達科学研究所の公益事業の一環として

入 会 特 典

・今回の講演会の資料代が無料︕ ただ今 入会⾦無料!!・会員限定のニュースレターをお届け︕
・会員限定価格で書籍などが購⼊可能に︕

http://highscope-japan.org/種別 入会⾦ 年会費

個人会員 3,000円 3,000円

学生会員 2,000円 2,000円

法人会員 5,000円 60,000円

質の高い教育研究会
（公益社団法人⼦どもの発達科学研究所 内）

Shannon Lockhart （シャノン・ロックハート） 先生

経歴︓ミシガン州⽴オークランド大学人間発達・幼児教育学部准教授。ミシガン州Great Start Readiness Program（学業不
振に陥る可能性のある４才児のための幼児教育）の評価研究主任研究員、及び、アメリカ合衆国教育省の助成⾦にて、ハイスコー
プの幼児算数カリキュラムの評価研究、Parents as TeachersのInnovative Approaches to Literacyの評価研究を率いた経
験を持つ。また、デトロイトの最貧困地域に住む家族や⼦供達に質の高い幼児教育を取り⼊れる数々のプロジェクトにも主任研究員
として参加した。最近では、ハイスコープのPreschool Program Quality Assessment (幼児教育の質を計る評価ツール)の改訂
版の作成、及びGreat Start Readiness Program の費⽤便益分析を手がける。 現在は、デトロイトの公⽴幼稚園･小学校で
ハイスコープ･カリキュラムの象徴であるPlan-Do-ReviewとConflict Resolutionを取り⼊れ、⼦供たちの自己規制を向上する研究
に携わっている。
スタンフォード大学乳幼児研究センターコーディネイター、NPO法人Parents as Teachersで研究次⻑、ペリー幼児教育計画で知ら
れるハイスコープ教育研究財団で研究所⻑を歴任した後、現在に⾄る。ハーバード大学教育大学院にて博士号（Human 
Development and Psychology）を取得。

ミシガン州⽴オークランド大学 准教授
元・HighScope教育研究財団 幼児教育評価研究センター⻑

若林巴子 （わかばやし ともこ）先生


